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ICT 利用による教材作成の実践 
－「総合的学習の時間」の教授法改善に向けて 
高橋 康造†・小玉 成人†† 
 
On Creating teaching materials by utilizing ICT 
— Toward the effective Learning on “General Learnings”  
Kozo TAKAHASHI† DQGNaruhito KODAMA†† 
 
ABSTRACT 
   The Objective of our paper is to create teaching materials by utilizing ICT (Information and 
Communication Technology). On the assumption that we teach on the course of study “General Learnings” 
in local junior highs, we try to make the teaching materials which will enable students to learn on a 
problem-solving method. By focusing on the “local” area-stats concerning local population-transition or 
economic changes, we have attempted  to make teaching materials which would allow them to find some 
proplems and provide  them with opportunities to search for various ways to solve them. On this occasion 
we have sought to elaborate the statstical graphs that would rouse students the problem-seeking mind, as it 
were. 
Key Words :  ICT, ‘general learnings’, teaching materials, interrelational graphs 
キーワード㻌㻦 ICT，「総合的学習の時間」，教材作成，（相関）グラフ 
はじめに 

























  平成 28年 1月 8日受付 
    † 感性デザイン学部感性デザイン学科・教授 




八戸工業大学紀要 第 35 巻 












第 1章㻌 教材作成の条件と準備 







































































想定して」(指導要領 p. 83) 単元計画が作成される
ことが期待されている。 
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Fig. 3 産業別事業所数、従業者数（総数・男・女）— 







































Fig. 5 八戸漁港魚種別水揚げ状況 (一部) — 八戸市




























Fig. 7 八戸漁港のサバの水揚げ量・金額の推移 (2005 – 
13) ; 右軸・濃い折れ線グラフが水揚げ量、左









2005 年の魚価はトン当たり 4 万円、2013 年には
12万円に跳ね上がっている。 
 つぎに八戸港での輸出入量については、その





ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ 41,890.46 175,410,306 
船舶 21,141.49 8 
有機化学品 420.26 1,198,440 
亜鉛の塊 416.42 2,801,102 
紙製品 116.20 1,536,388 
鉄鋼製品 46.40 350,638 
魚介類 2,547.93 26,903,849 




Fig. 8  H24 (2012) 八戸港輸出額 —  本来カラーのグラフ
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ウッドチップ 15,370.05 805,444 
トウモロコシ 19,325.23 900,549 
ニッケル鉱 18,612.18 2,720,556 
亜鉛鉱 7,760.22 140,780 
大豆粕 11,472.50 291,814 
木材 551.28 21,275 
その他 46,775.76   
(輸入量の単位は、木材が cubic m.、その他はｷﾛ･ﾄﾝ) 
 
 
Fig. 9  H22 (2010) 八戸港輸入額 —  本来カラーのグラフ







原材料 輸入額 輸入量 
ウッドチップ 16,448.72 823,947 
トウモロコシ 22,777.79 844,714 
ニッケル鉱 14,692.57 2,572,496 
亜鉛鉱 7,729.29 150,246 
大豆粕 9,032.14 229,201 
木材 835.71 27,892 
その他 50,771.61  
 
 
Fig. 10  H24 (2012) 八戸港輸入額  — 本来カラーのグラ
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Fig. 11 八戸港輸出入額の推移 (1995 – 2012) ; 濃い折れ
線グラフが輸出額、薄い折れ線グラフが輸入



























































・嶋津 武仁、他、「福島大学附属中学における ICT を利用
した教育に関する研究」、福島大学総合教育研究
センター紀要第 19号。 
・江崎 藍、櫨山 淳雄、「東京学芸大学における ICT 支援
員・育情報化コーディネータ養成のためのカリキ
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要 旨 
プレゼンテーションを利用して動画や画像そしてグラフを介して効果的な学習を可能にする
ことは間違いない。ただ正確なデータを明示することも要求される場合がある。今回はプレゼ
ンだけでなくワープロ文書に工夫を凝らすことで、生徒にプリント配布で“地元の”統計デー
タの意味を理解させ、生徒に課題をイメージ豊かに抱かせ、生徒にも調べることができるよう
な教材作成に努めた。「総合的学習の時間」で授業することを想定したため、特に“地域”を
意識した身近な問いを惹起するような教材を目指した。そもそもこの科目は科目横断型の科目
として、さまざまな科目の教員が共同して取り組むべきものである。教材作成の分担を合理的
に行い、教員の過負担にならないよう、創意工夫されることが望まれる。  
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